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研究成果の概要（和文）：今後30年の震度6弱以上になる確率を地図上に可視化した確率論的地震動予測地図は
その数値の捉え方が困難である上，示されている値の不確実性が非常に大きい．住民が「確率の低いところは災
害が少ない」といった「危険な安全情報」として受け止めていれば，逆効果にすらなりうる．このような課題に
対して本研究では，不確実性を伴うデータそのものを地図上に示して災害に関する認知を促すよりは，それらを
基礎データや基礎知識として，さまざまな立場の人が，その人の言葉で災害時を表現するナラティヴ・アプロー
チの方が，はるかによく他者にリスクを伝達できることを明らかにした．

研究成果の概要（英文）：Probabilistic seismic hazard maps, which visualize the probability of a 
seismic intensity of 6 or greater over the next 30 years, are difficult to understand for the 
general public. Besides, the uncertainty of the indicated values is very large. If the residents 
accept those probabilities as "dangerous safety information," such as "areas with low probability of
 disasters may have few disasters," they may even bring the opposite effect. 
In this study, we found that a narrative approach in which people in various positions express 
disaster situations in their own words is much more effective in communicating risks to others, 
rather than presenting data with uncertainty itself on a map to promote awareness of disasters. 

研究分野： 災害情報，リスク・コミュニケーション，地震学
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ョン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
社会的意義： 発生日時を予測できない地震学の限界を踏まえて地震学コミュニティは，今後30年での地震発生
確率を公表してきたが，確率は一般市民には理解されにくい．本研究では，さまざまな立場の人が，その人の言
葉や行動で災害時を表現する方がはるかによく他者に伝達することができることを明らかにし，全国各地の学校
や自主防災組織で防災教育として導入されるに至っている．
学術的意義：地域住民によるナラティヴ・アプローチは，情報の受け手だった住民が今度は発信者となることを
示している．これは「災害情報の受け手に伝わりやすい情報をいかに伝達するかを研究する」従来の災害情報論
の枠組みを根底から問い直すものである．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

今後 30 年の震度 6 弱以上になる確率を地図上に可視化した確率論的地震動予測地図は
その数値の捉え方が困難である上，示されている値の不確実性が非常に大きい．住民が「確
率の低いところは災害が少ない」といった「危険な安全情報」として受け止めていれば，逆
効果にすらなりうる．特に確率論的地震動予測地図では，通常の確率に加えて，「今後 30 年
以内に」といった再現期間が加わっているため，その伝達はますます困難となっている．  
 
２．研究の目的 

社会心理学においては，確率を伝達することは非常に困難という理解が一般的であり，文
脈の影響を多く受けることが指摘されている．そこで本研究では，再現期間付きの確率の捉
え方が，専門家や防災担当者，報道関係者，一般住民によってどのように異なるかを調査・
分析し，地図作成から利活用までのプロセスに関わる多様なステークホルダーが一堂に会
するシンポジウムを開催し，双方向の対話とより良いハザードマップやその代替となるコ
ミュニケーションツールを作成するための協働を促進する場を設ける．参加者の発話や追
跡調査により，不確実性を伴うリスクの伝え方を明らかにする． 
 
３．研究の方法 

まず，1)既存のハザードマップの課題を明らかにするため，再現期間付きの不確実情報で
ある「確率論的地震動予測地図」の捉え方が，立場や職業によってどのように異なるかをヒ
アリングする． 

次に，2)不確実性を伴う事象を伝達するオルタナティブな方策を多様なステークホルダ
ーとともに模索し，作成ののち，その効果を調査する． 
最後に，3)これを広く伝える場を設け，参加者へのアンケート調査，および，追跡調査を
行って，その効果を測定する． 
 

４．研究成果 

1)のヒアリング調査については，確率論的地震動予測地図から感じられることについて，
自治体職員・地震学者・地震学以外で確率を扱っている専門家・防災学習を行っている中学
生・保護者・教職員，を対象に行なった．いずれも十分な信頼関係の築かれている地域とし，
思うところを自由に表現してもらえるよう配慮した． 

その結果，自治体職員は危機管理を担当することもあることから「低確率であっても地震
は起きるときには起きることは理解している」としつつも，「活断層であれば数%だと，も
う高い域に入ってしまう，という．．．感覚的によくわからないですね．これをもって住民の
皆さんに，自助共助を働きかけ，実際に行動してもらうというのは，まあ，非常に難しい」
といった声が聞かれた． 

一方で，このような声が挙がったことは地震学者も地震学以外の専門家もよく理解して
おり，確率論の数学的な理解度の問題ではなく，コミュニケーションの問題であること，か
といってこれ以外の良い方法が現状では思い浮かばないことを打ち明けた．また，南海トラ
フ巨大地震のリスクが指摘されて久しい高知県の中学生や教職員は，確率論として理解し
ているというよりは「必ず起きるもの」といった決定論的な理解をしていることも明らかに
なった．高知県の特に沿岸部に位置する自治体の教職員にとっては「防災教育，待ったなし」
であり，子供たちもそれを当然のこととして享受している．その一方で保護者の理解はそこ
まで到達しておらず，「来る来ると言われてもいつなのか．．．」「自助できるような災害なの
か．．．」といった戸惑いが見られた．さらに高齢者は，昭和の南海地震の記憶を引き合いに
「どうせ大したことはない」といった発言や態度も見られた．1946 年の昭和の南海地震は
歴史的な南海地震の中では比較的小規模であり，高知県の一部沿岸地域ではさほど大きな
被害は出なかったためである． 

以上のように，再現期間付きの確率を，しかも未来に起きる嫌な出来事に対して理解する
というのは極めて困難であり，その代替案を作成する必要性があることが強く示唆された． 

そこで 2)として，ハザードマップに代わるものとして，高知県土佐清水市立清水中学校



 

 

と共に，「まだ起きていないことをもう起きたかのように」「その地域の文脈で」伝える，ナ
ラティヴ・アプローチを試みた．具体的には，学校が南海地震の発災日時をおよそ１ヶ月以
内の近未来の範囲で指定し，中学生が，その時自分は何をしているか，家族は何をしている
か，街はどんな様子になるか，自分はどんな防災行動を取るか，どんな気持ちか，などを綴
りながら，命を守り抜く希望の物語を書くというものである．これは矢守・杉山（2015）
に記述されている，未来に強い規定性を導入することで，逆説的に未来の未定性を呼び戻し，
結果としてより本質的なベターメントを実現する効果と，野口（2002）がナラティヴ・ア
プローチの作用として述べている現実組織化作用および現実制約作用とを取り込んだもの
である．同中学校ではこれを「防災小説」と呼び，研究代表者らと共に，近隣の高校や保護
者・住民を招いたシンポジウムを開催した．また，作品からいくつかを選んだ冊子を作成し
て市内全小中学校に通う世帯と公的機関に配布し，住民が手に取れるようにした． 
中学生による「防災小説」を見聞きした保護者や住民へのヒアリング調査によって，執筆

者本人でなくとも防災意識が高揚し，防災行動にまで至っていることが明らかとなった．さ
らに，学校が指定した日時以外でも発災する可能性があることを自ら想定したり，中学生が
綴るほど簡単には助からないだろうことを想定してさらに対策を進めたり，保護者から地
域の大人へと働きかけたりする様子も見られた． 

以上のことから，地図に確率で表記するハザードマップではなく，その地域の住民である
中学生がその子の目線で発災時を描き，生き抜く物語とするナラティヴ・アプローチには，
発災日時の不確実性を含んだ理解を人々に促し，防災意識を高め，防災行動に至らせること
ができると明らかになった．この取り組みは現在では日本各地の中学校や高校・小学校で実
施されており，2021 年度からはオンラインで繋いだ中学生同士の「防災小説」交流会も開
催されている． 

これらの成果を広く伝えるシンポジウムを開催しようとしていた折に新型コロナウイル
ス感染症が蔓延した．研究期間を延長したものの感染症の収束には至らず，最終的には
2022 年 3月および 12月に，「防災小説」を演じる形で披露した．会場は高知龍馬空港，
演じ手は研究代表者の研究室に所属する学生とした．この際，シナリオは大まかな流れを作
るだけとし，空港職員にその場で参加してもらった．すなわち，演じ手が津波避難を理解し
得ない場合に説得にあたる，演じ手がけがをした場合に応急処置にあたる，などの対処行動
を取ってもらう． 

参加者全員で「防災小説」を綴る作業とも言えるこの実動訓練の効果について，参加者と
見学者それぞれに，直後および半年後にヒアリング調査を行った．主たる対象者となった空
港職員は，訓練以前から高い防災意識と対処能力を持っていたが，それでも実施後は「これ
までは都合のいい想定しかしていなかった」と，災害の不確実性に関する認知を改める発言
が多く発せられた．さらに，半年後の追跡調査においては「訓練後は『もし今地震が起きた
ら』とさまざまな時間や場所で考えるようになった」と述べており，訓練時に行った想定よ
りも悪い状況下での発災について，いくつか想定とその対処方策を挙げるに至った．見学者
や演者からは「発災時には自分ができることはサポートしたい」との意見が述べられ，実際
に見学者からは訓練後にさまざまなサポートが届いた． 
総じて，不確実性を伴うデータそのものを地図上に示して災害に関する認知を促すより

は，それらを基礎データや基礎知識として，さまざまな立場の人が，その人の言葉で，ある
いは行動で，災害時を表現する方がはるかによく他者に伝達することができた．これは，矢
守（2009）が述べている，情報の受け手だった住民が今度は発信者となることを示してお
り，「災害情報の受け手に伝わりやすい情報をいかに伝達するかを研究する」従来の災害情
報論の枠組みを根底から問い直すものである． 
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